
東京電力

エネルギーの最適サービスを通じてゆたかで快適な環境の実現に貢献
「中長期成長宣言２０２０ビジョン」を策定

社会・環境貢献を経営の軸に据え、「低炭素時代をリードする」
　企業経営にあたって環境問題の重要性はますます高まっている。
年 月にメキシコで開かれた国連気候変動枠組条約第 回締約

会議（ＣＯＰ ）では、京都議定書に続く地球温暖化防止のための
国際的な枠組みについて議論され、世界中の注目を集めた。結論は
今年末のＣＯＰ （南アフリカ）に持ち越されたものの、その動向
は企業活動に大きな影響を及ぼす。また、昨年 月には名古屋で生
物多様性条約第 回締約国会議（ＣＯＰ ）が開催。生物多様性の
保全についても、企業は向き合っていくことが求められるようにな
った。
　こうした経営環境の下で、東京電力は 年に向けた経営の方向

性をまとめた中長期成長宣言「 ビジョン」を策定。電源の低炭
素化や電化推進などを掲げ、環境対策を経営の軸に据える姿勢を明
らかにした。 ビジョンには電気の需給両面での対策を進めるこ
とで、「低炭素時代をリードする」という東電の意気込みが示され
ている。
　こうした環境のもと、東電は具体的にどのような環境対策を展開
していくのか。また、生物多様性保全の問題がクローズアップされ
ている中、早くから自然保護・保全活動を展開してきた東電が、そ
れをどう拡大しようとしていくのか。東電の環境対策や自然保護・
保全の取り組みを紹介する。

い
つ
も
の
電
気
、
も
っ
と
先
へ
。

全
方
位
か
ら
生
物
多
様
性
を
保
全

給電スタンドの普及で運輸分野の低炭素化を支援

空港のトラック待機場や卸売市場などで活用

　

年

月
に
開
港
し
た
羽

田
空
港
新
国
際
線
タ
ー
ミ
ナ

ル
。
同
空
港
で
は
国
際
貨
物

の
取
り
扱
い
も
始
ま
り
、
新

タ
ー
ミ
ナ
ル
に
整
備
さ
れ
た

第
一
ト
ラ
ッ
ク
待
機
場
に

は
、
貨
物
を
待
ち
受
け
る
ト

ラ
ッ
ク
が
徐
々
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
東
電
は
こ

こ
に
ト
ラ
ッ
ク
向
け
の
給
電

ス
タ
ン
ド
を
４
基

運
転
室

用
３
基
、
荷
室
運
転
室
併
用

１
基
設
置
。こ
れ
に
よ
っ
て

ト
ラ
ッ
ク
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
プ
を
抑
制
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出

量
を
削
減
す
る
試
み
を
ス
タ
ー
ト
。

　
貨
物
を
待
っ
て
い
る
ト
ラ
ッ
ク

は
、
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
ず
に
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
す
る
こ
と
が
多
い
。
休
憩

中
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
冷
暖
房
が
必
要

な
ほ
か
、
冷
凍
ト
ラ
ッ
ク
だ
と
荷
物

の
保
護
の
た
め
に
冷
凍
機
を
動
か
す

た
め
だ
。そ
こ
で
、東
電
は
冷
暖
房
や

冷
凍
機
用
の
給
電
ス
タ
ン
ド
を
設

置
。こ
れ
で
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
て
も
、

運
転
室
の
冷
暖
房
や
荷
室
の
冷
凍
機

を
動
か
せ
る
。
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
だ
け

で
な
く
、
燃
料
費
や
騒
音
な
ど
の
低

減
に
も
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　
東
電
は
以
前
か
ら
給
電
ス

タ
ン
ド
導
入
を
推
進
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
羽
田
分
を
含

め
て

地
点
、
２
１
０
台
分

の
ス
タ
ン
ド
を
全
国
に
設
置

し
た
。
今
年
１
月
に
は
、
新

た
に
給
電
ス
タ
ン
ド
事
業
に

参
入
し
た
中
部
電
力
株
と

と
も
に
、
ニ
チ
レ
イ
グ
ル
ー

プ
の
株
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

東
京
都

中
央
区

と
協
定
を
締
結
。

同
社
の
物
流
セ
ン
タ
ー
で
冷

凍
ト
ラ
ッ
ク
用
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト

ッ
プ
給
電
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
よ
る

環
境
負
荷
の
軽
減
効
果
や
課
題
を
検

証
す
る
事
業
を
４
月
か
ら
始
め
る
予

定
だ
。
地
球
温
暖
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
用
給
電
ス
タ
ン
ド

の
導
入
は
今
後
も
拡
大
し
て
い
く
考

え
だ
。

ト
ラ
ッ
ク
用
給
電
ス
タ
ン
ド
は
、
羽

田
分
を
含
め
て

地
点
、
２
１
０
台

分
が
こ
れ
ま
で
に
設
置

　

　

　

　

千
葉
火
力
発
電
所

「
ビ
オ
ト
ー
プ
そ

が
」
で
の
自
然
観

察
会

尾
瀬
で
は

年
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手

を
借
り
な
が
ら
、
植

林
や
下
草
刈
り
を
毎

年
実
施

　

　

　
雄
大
な
自
然
で
名
高
い
尾
瀬

を
筆
頭
に
、
新
潟
県
の
当
間
高

ま

あ
て

原
や
発
電
所
の
緑
地
な
ど
を
活

用
し
て
、
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
展
開
し
て
き
た

東
電
。

年
４
月
に
開
校
し
た

「
東
京
電
力
自
然
学
校
」
は
こ

れ
ま
で
の
活
動
を
集
約
し
、
豊

か
な
自
然
と
自
然
を
育
む
心
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
試
み
だ
。

Ｃ
Ｏ
Ｐ

の
開
催
も
あ
り
生
物

多
様
性
の
保
全
に
も
注
目
が
集

ま
る
よ
う
に
な
っ
た
中
、
自
然

を
舞
台
に
し
て
、
人
々
の
交
流

の
場
を
作
る
と
い
う
こ
の
学
校

の
取
り
組
み
は
重
要
性
を
増
し

て
い
る
。

　
群
馬
、福
島
、栃
木
、新
潟
の

４
県
に
ま
た
が
る
「
尾
瀬
」
。

尾
瀬
国
立
公
園
特
別
保
護
地
区

の
約
７
割
の
土
地
は
東
電
が
所

有
し
て
い
る
。
も
と
も
と
は
当

時
の
電
力
会
社
が
水
力
発
電
の

開
発
の
た
め
に
取
得
し
た
土
地

を
東
電
が
引
き
継
い
だ
が
、
そ

の
計
画
が
な
く
な
っ
て
か
ら
も

尾
瀬
の
土
地
所
有
者
と
し
て
約

半
世
紀
に
わ
た
り
自
然
保
護
に

力
を
尽
く
し
て
き
た
。

　
尾
瀬
が
発
祥
と
な
っ
て
、
日

本
全
国
に
広
が
っ
た
「
ゴ
ミ
持

ち
帰
り
運
動
」
。
こ
れ
は
尾
瀬

を
訪
れ
る
ハ
イ
カ

ー
が
持
ち
込
む
ゴ

ミ
の
処
理
が
問
題

と
な
っ
て
き
た

年
代
に
、
尾

瀬
内
の
ゴ
ミ
箱
を

す
べ
て
撤
去
し
た

上
で
、
ゴ
ミ
の
持

ち
帰
り
を
呼
び
か

け
た
の
が
始
ま
り

だ
。
あ
ふ
れ
る
ゴ
ミ
の
処
理
に

苦
悩
し
た
末
の
苦
肉
の
策
だ
っ

た
が
、
こ
の
「
ゴ
ミ
持
ち
帰
り

運
動
」
は
尾
瀬
だ
け
で
な
く
、

ほ
か
の
山
に
も
広
が
り
、
日
本

に
お
け
る
自
然
保
護
活
動
の
ル

ー
ツ
に
ま
で
な
っ
た
。

　
東
電
で
は
、
尾
瀬
以
外
で
も

自
然
環
境
の
保
護
保
全
創
出

に
努
め
て
き
た
。そ
し
て
、全
社

を
あ
げ
た
自
然
保
護
・
保
全
の

取
り
組
み
を
一
層
推
進
す
る
と

と
も
に
、
そ
れ
を
ツ
ー
ル
と
し

た
環
境
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
を
東
京
電
力
自
然
学
校

の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
の
も
と
体
系

的
に
進
め
る
こ
と
に
し
た
の

だ
。

　
東
京
電
力
自
然
学
校
で
は
、

訪
れ
る
人
た
ち
に
自
然
体
験
の

ツ
ア
ー
を
提
供
し
、
自
然
を
守

り
育
む
心
の
育
成
を
図
っ
て
い

る
。

　
例
え
ば
尾
瀬
で
は
、
夏
季
は

尾
瀬
の
自
然
を
守
る
東
電
の
取

り
組
み
を
解
説
し
た
り
、
周
辺

に
生
息
す
る
動
植
物
を
観
察
す

る
エ
コ
ツ
ア
ー
を
開
催
。
尾
瀬

の
中
に
入
れ
な
く
な
る
冬
季

は
、
尾
瀬
の
南
側
に
広
が
る
戸

倉
山
林
を
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

西

洋
式
か
ん
じ
き

で
歩
く
ツ
ア

ー
も
行
い
、
夏
と
は
風
景
が
一

変
す
る
冬
山
の
自
然
を
満
喫
で

き
る
。

　
戦
後
復
興
期
に
燃
料
や
木
材

に
使
う
た
め
、
尾
瀬
に
隣
接
す

る
戸
倉
山
林
で
伐
採
さ
れ
た
ブ

ナ
林
。
そ
の
後
、
戸
倉
山
林
に

は
カ
ラ
マ
ツ
が
多
く
植
栽
さ
れ

た
が
、
元
の
広
葉
樹
の
森
に
戻

そ
う
と
、

年
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
手
を
借
り
な
が
ら
植
林

や
下
草
刈
り
を
毎
年
実
施
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
植
生
の
回
復
に
も
努

め
て
い
る
。
か
つ
て
ハ
イ
キ
ン

グ
客
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
で
荒

廃
し
た
ア
ヤ
メ
平
で
は
、
湿
原

を
回
復
す
る
作
業
を

年
以
上

続
け
、
湿
原
全
体
の
約
９
割
に

緑
が
戻
っ
て
き
た
。

　
尾
瀬
と
並
び
、
自
然
学
校
の

活
動
を
活
発
に
進
め
て
い
る
の

が
、
豊
か
な
ブ
ナ
林
と
里
山
の

環
境
が
残
る
新
潟
県
十
日
町
市

の
当
間
高
原
だ
。

　
こ
こ
に
あ
る
当
間
高
原
リ
ゾ

ー
ト
　ホ
テ
ル
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ

で
は
、
宿
泊
客
向
け
に
ブ
ナ
林

の
散
策
な
ど
の
自
然
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
け
、
尾
瀬
の
よ
う

に
自
然
に
親
し
む
機
会
を
人
々

に
提
供
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
の
活
動
の
も
う
ひ
と

つ
の
特
長
は
、
動
植
物
の
調
査

・
研
究
に
注
力
し
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
展
開
し
て
い
る
点
だ
。
そ
の

成
果
の
ひ
と
つ
が
ホ
タ
ル
の
生

息
に
適
し
た
環
境
の
創
出
。
ホ

タ
ル
が
卵
か
ら
成
虫
に
成
長
す

る
ま
で
の
最
適
な
環
境
を
調
査

し
、
生
息
が
し
や
す
い
環
境
を

割
り
出
し
た
。
そ
の
環
境
を
敷

地
内
に
再
生
す
る
こ
と
で
、

年
に

匹
程
度
だ
っ
た
ホ
タ
ル

の
成
虫
が
、
現
在
で
は
最
大
で

１
０
０
匹
以
上
が
確
認
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
研

究
は
、
電
力
設
備
の
建
設
時
の

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
際
、
現

地
に
棲
む
生
物
の
把

握
や
、
そ
の
生
息
環

境
の
整
備
な
ど
に
活

用
さ
れ
、
そ
こ
で
得

た
知
見
を
東
京
電
力

自
然
学
校
の
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
展
開
し

て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
火
力

発
電
所
で
は
親
子
連

れ
や
地
元
の
小
学
生
を
迎
え
、

敷
地
内
の
緑
地
を
観
察
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
な
ど
、

発
電
所
の
緑
地
、
水
力
発
電
所

の
涵
養
林
な
ど
を
利
用
し
た
環

境
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

　
今
後
は
活
動
の
す
そ
野
を
広

げ
よ
う
と
、
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
連
携
や
、
様
々
な
フ
ィ
ー
ル

ド
で
の
活
動
展
開
を
検
討
し
て

い
る
。

　

年
度
、
東
京
電
力
自
然
学

校
の
活
動
に
参
加
し
た
人
々
は

約

万
人
に
ま
で
上
る
。
同
校

で
は
、
自
然
に
触
れ
た
り
、
自

然
を
守
っ
た
り
す
る
人
を
さ
ら

に
増
や
す
べ
く
、
活
動
の
舞
台

を
一
層
広
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ス
ロ
ー
ガ
ン

ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
の
積
極
的
導
入
（
電
気
を
つ
く
る
側
）

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
一
層
の
電
化
推
進
（
電
気
を
つ
か
う
側
）

エ
コ
キ
ュ
ー
ト
の
累
計

出
荷
台
数
は
２
６
０
万

台
を
突
破

東京電力自然学校＆尾瀬の自然保護活動

　

　

柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所

　
東
電
の
地
球
温
暖
化
対
策

は
、
「
電
気
を
つ
く
る
」
側

と
「
電
気
を
つ
か
う
」
側
の

大
き
く
２
つ
の
取
り
組
み
に

分
け
ら
れ
る
。

　
「
電
気
を
つ
く
る
」
側
で

の
対
策
は
、
発
電
時
に
Ｃ
Ｏ

２
を
排
出
し
な
い
「
ゼ
ロ
・

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
」
で
あ

る
原
子
力
発
電
の
推
進
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用

拡
大
、
火
力
発
電
の
高
効
率

化
や
低
炭
素
化
が
柱
だ
。
東

電
は
２
０
２
０
ビ
ジ
ョ
ン
で

発
電
電
力
量
に
占
め
る
非
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
比
率
を

年
度
ま
で
に

％
以
上
に
高

め
る
目
標
を
設
定
。
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
に
、
今
後

年
間
で
２
兆
５
０
０
０
億
円

規
模
の
設
備
投
資
を
行
う
計

画
を
掲
げ
た
。

　
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電

源
の
中
核
を
担
う
の
は
、

「
環
境
性
」
「
安
定
性
」

「
経
済
性
」
に
優
れ
た
発
電

方
式
で
あ
る
原
子
力
発
電
。

年
１
月

日
に
は
、
東
通

原
子
力
発
電
所

青
森
県
東

通
村

１
号
機
が
着
工
し
、

年
３
月
に
営
業
運
転
を
開

始
す
る
予
定
だ
。
ま
た
、
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所

福

島
県
大
熊
町
、
双
葉
町

も

増
設
の
計
画
を
立
て
て
い

る
。

　
原
子
力
発
電
所
で
は
既
存

プ
ラ
ン
ト
が
安
定
し
て
運
転

す
る
こ
と
も
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

大
き
な
効
果
を
持
つ
。
柏
崎

刈
羽
原
子
力
発
電
所

新
潟

県
柏
崎
市
、刈
羽
村
は
、

年
に
発
生
し
た
新
潟
県
中
越

沖
地
震
の
影
響
で
、
全
プ
ラ

ン
ト
７
基
が
停
止
し
た
が
、

そ
の
後
、
設
備
の
健
全
性
を

一
つ
ひ
と
つ
確
認
し
、

年

月
の
７
号
機
を
皮
切
り

に
、
こ
れ
ま
で
４
基
が
運
転

を
再
開
し
て
い
る
。

　
原
子
力
発
電
以
外
の
ゼ
ロ

・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
電
源
も
導

入
を
広
げ
て
い
る
。
現
在
、

東
京
湾
西
岸
に
位
置
す
る
浮

島

神
奈
川
県
川
崎
市

と

扇
島

同

で
、
東
電
初
の

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー

を
建
設
中
。

浮
島
は

年
８
月
、
扇
島
は

月
に
運
転
を
始
め
る
予
定

だ
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
会
社

の
ユ
ー
ラ
ス
エ
ナ
ジ
ー
グ
ル

ー
プ
を
核
と
し
て
、
風
力
・

太
陽
光
発
電
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
、

年
度
ま
で
に

世
界
各
地
で
１
７
５
万

程
度
の
新
規
開
発
を
進
め
て

い
く
計
画
だ
。

　
火
力
発
電
の
高
効
率
化
も

推
進
し
て
い
る
。
川
崎
火
力

発
電
所

神
奈
川
県
川
崎

市

、
富
津
火
力
発
電
所

千
葉
県
富
津
市

で
は
世

界
最
新
鋭
の
火
力
発
電
プ
ラ

ン
ト
を
導
入
。
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
で
発
電
し
た
後
、
そ
の
排

ガ
ス
で
蒸
気
を
つ
く
り
蒸
気

タ
ー
ビ
ン
を
回
し
て
さ
ら
に

発
電
す
る
１
５
０
０
℃
級
コ

ン
バ
イ
ン
ド
サ
イ
ク
ル
発
電

Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｃ

で
、
現
在
運

転
中
の
発
電
設
備
で
は
世
界

最
高
水
準
と
な
る

％
の
熱

効
率
を
誇
る
。
こ
れ
に
よ
り

従
来
型
の
発
電
方
法
と
比
較

し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
約

％
抑
制
で
き
る
。
今
後
は
、

Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｃ
の
性
能
を
さ
ら
に

向
上
さ
せ
た
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｃ

を

川
崎
火
力
発
電
所

神
奈
川

県
川
崎
市
川
崎
区

と
五
井

火
力
発
電
所

千
葉
県
市
原

市

に
導
入
す
る
計
画
を
立

て
て
い
る
。

　
化
石
燃
料
を
使
う
機
器
の

電
化
を
促
進
す
る
「
電
気
を

つ
か
う
」
側
の
取
り
組
み
も

低
炭
素
化
の
重
要
な
カ
ギ

だ
。
そ
の
際
に
大
き
な
力
を

発
揮
す
る
の
が
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
効
率
が
高
く
、
燃
焼
を
伴

わ
ず
熱
の
移
動
に
よ
っ
て
加

熱
で
き
る
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
。

こ
の
活
用
を
広
げ
れ
ば
、
化

石
燃
料
の
燃
焼
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

の
削
減
に
つ
な
が
る
。
２
０

２
０
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
こ
の
ヒ

ー
ト
ポ
ン
プ
技
術
の
様
々
な

分
野
で
の
活
用
や
電
気
自
動

車
の
普
及
を
促
す
こ
と
な
ど

で
、

年
度
の

年
間

で
３
０
０
億

時
を
電
化

し
、

年
度
に
は
１
０
０
０

万

程
度
の
Ｃ
Ｏ
２
を
抑
制

す
る
青
写
真
を
描
く
。

　
今
後
の
電
化
を
中
心
と
し

た
低
炭
素
化
が
特
に
期
待
さ

れ
る
の
が
工
場
な
ど
を
中
心

と
し
た
産
業
用
分
野
だ
。
こ

れ
ま
で
家
庭
用
分
野
で
は
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
給
湯
機
「
エ

コ
キ
ュ
ー
ト
」
の
持
つ
高
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
が
オ
ー
ル

電
化
住
宅
の
普
及
拡
大
に
貢

献
し
て
き
た
一
方
、
工
場
を

中
心
と
す
る
産
業
用
分
野
で

は
、
こ
れ
ま
で
高
温
域
の
温

熱
需
要
に
対
応
で
き
る
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
機
器
が
少
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
適
用
範
囲
が

限
定
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
近
年
で
は

高
温
・
大
容
量
に
対
応
す
る

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の
開
発
・
市

場
投
入
が
活
況
を
帯
び
て
き

て
お
り
、
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
が

産
業
用
分
野
の
厳
し
い
要
求

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
。
東
電
が
神
戸
製
鋼

所
、
中
部
電
力
、
関
西
電
力

と
共
同
開
発
し
、

年
５
月

か
ら
販
売
開
始
予
定
の
「
ス

チ
ー
ム
グ
ロ
ウ
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
」
も
そ
の
ひ
と
つ
。
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
で
１
０
０
―
１
６

５
度
℃
の
蒸
気
供
給
を
世
界

で
初
め
て
実
現
し
た
。
供
給

で
き
る
温
度
が
ボ
イ
ラ
と
同

レ
ベ
ル
に
な
り
、
食
品
・
飲

料
の
殺
菌
や
、
化
学
薬
品
の

濃
縮
、
乾
燥
な
ど
多
様
な
工

程
に
対
応
可
能
に
な
っ
た
。

　
工
場
の
ボ
イ
ラ
を
エ
ネ
ル

ギ
ー
効
率
の
高
い
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
に
置
き
換
え
れ
ば
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
大
幅
に
削
減
す
る

こ
と
が
見
込
め
る
。
こ
う
し

た
最
新
の
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
の

開
発
、
普
及
を
通
し
て
、
従

来
困
難
と
さ
れ
て
い
た
分
野

に
お
け
る
電
化
を
進
め
て
い

く
の
が
、
「
電
気
を
つ
か

う
」
側
で
の
取
り
組
み
の
核

に
な
る
。

（ ） 【特別企画】 ２０１１年 平成２３年 ３月１８日 金曜日 　　


